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る人々をお迎えするために. 3， 4人の同僚ととも吉村氏宅の入ロに立っていた。 だか
ら式に参列して下さった人々のほとんどすべての顔に接した。東京から来たM君の顔も
みえた。京都の病院の事務員として働いているY君らの顔もみえた。その他K君.E君
等々。これらすべての諸君は，やや大げさにいラならばs 戦後京犬の学生運動史を代表
する人々である。これらの大々のなかには，今日も依然として誠実に解放運動を続けて
いる人ももちろんいる。しかしかなり多くの人が，いろいろの原因からいま解放運動の
戦列を去っている。そんな人々も吉村君の人柄をしのんで告別式に参列している。これ
はやはり吉村君の人柄の良さを示すものであろう。しかしそれはあの清潤あわせのむと
いった一部の肯い日本人のよさ Pではないのいやその点についていうならば，吉村君は
原則に非常に忠実な人て。あり，清濁あわせのまないタイプの人であった。ただ彼は自分
と考え方のちがう人々に接するとき，それらの人々をつっぱなすというようなことはな
く，静かに根気よく説得するというタイプの人であった。その誠実さが，いまはちがっ
た考え方になった人々をもひきつけているのであろう。
わたくしの吉村君との接触は戦前彼が学生であった時代にまでさかのぼる。その頃わ
たくしは講師として外国語経済書の講読をやっていたが，当時の吉村君は. r国民経済
研究会」を組織して活躍していた。戦争中のことであわわたくしは話集ぞうけて軍隊
に入ったりしたので，深くつきあヮたわけではなし、。しかしこの「国民経済研究会jに
よった当時の学生諸君の，全部とはL、わないまでも，大部分のものの勉強壱したかった
のが，社会科学であったことはし、うまでもない。天皇制ファシズムの下で社会科学
研究会」という名も許されず，当時はやりの「国民経済研究会」名を借りてし、ただけの
ことである。だからのちの亨ノレクス主義極済学者として吉村君の素地は，すでにこの学
生時代から次第に形づくられていたといっても間違いなかろう o
卒業後彼も当時は多くの青年がそうであったように軍隊に召集され，ニュープりテシ
島のラパウルに行っている。わたくし自身も約半年ほどラバウルに駐留したことがある
が，もちろん吉村君に会ったことはないし，その後，ラパウノレに居たのが，吉村君と同
じ頃であったかどうかについて詳Lく話しあったとともない。だからTE確ではないが，
~2 (242) 第97巻第2号
いまこれを書きながら考えてみると.1943年4月頃，わた〈しがラパウノレを離れてから
後に古村君はラパウノレに行ったのではないかと思われる。もしそうだと「るならば， す
でにその頃から目立っていた戦局の悪化は，ヲパウノレでの兵隊生活を益々苦しいもの左
したにちがし、ない。その苦しい兵隊生活が彼の健康に影響Lないわけはなく，ひいては
彼の死のなにがしの原因となっていたのではないであろうか。学生時代の検挙といい，
軍隊への召集といい，当時の天量制フマシスムに対する憎しみの気持を，いままた新に
Lないわけにはゆかない。
戦後経済学部の助手として京大に復帰されてからの，研究と科学運動への積極的な参
加，その多彩な活動企終始変らなかったその誠実さは多〈の人々の知られる通りであ
る。順序を追ってあげてゆくならば. 1947年京大の職員組合が創立され. 1948年には
折かι発せられた公務員のスト禁止に関するマッカ サ書簡をけョて京大始づて以来
の全学ストがおこなわれた。このストに当っては，品っとも活動的な闘争委員として縦
横に活躍している。さらに日本民主主義科学者協会京都支部の発展に対する吉村君の功
績も忘れることのできないものであろう。民科の仕事に参加された多くの人々は，その
経過した殆んどすべての時期に，何らかの形で吉村君がこれに積極的に協力してνたこ
と壱記憶されているにちがし、ないの彼は地味な.いわゆる縁の下の力持ち的な什事者み喜
んで引受ける人であヮた。民科の組織が，いろいろの原因から弱体化し，これに代る科
学者の全閣組織として日本科学者会議が発足するに当っても.最近の疲労ぎみの肉体的
条件にも拘らず，古村君が並々なら旧情熱をこれに傾けられ1いたことは，人々の記憶
に新しいととろである。
さらにわたくしにとって忘れることのできないのは. 1963年に発足した日中経済学
交流会に対する吉村君の貢献である。形の上では，わたくしが代表幹事ということにな
っているけれども，実質的に京大でこの会を発足吉れ，推進されていたのは，吉村君と
木原正雄君であったといコてよい。 1064年夏吉村君は，同志社の住谷悦治総長，京大
の豊崎稔教授(当時).立命大の小椋広勝教授とともに京都経済学代表団の一員として
訪中され，見聞をひろめられるとともに，日中の学術交流について数々の業績壱のこし
てきている。最近の吉村君は，マノレクλ ・レーユン主義の純潔をまもる中国の人民を心
から愛いまに中国の人民から愛されていた。吉村君の死告知って，中国科干院哲学社
会科学部会の責任者帯主漁先牛から.わたくしの手記に次の上うな電報がとどいてい
る。
「吉村達次教授が不幸にも 1月21日逝去されたこと壱知り驚きました。謹んで
哀悼の意骨示します。 張友漁」
